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研究成果の概要（和文）：本研究は、大学生の自律的な英語学習の評価モデルを構築することを目的とした。具体的に
は、大学生が授業外に自律的に行う英語学習内容と、言語熟達度（TOEIC&#174;スコア）の高低の関係を比較し、検討
した。その結果、言語熟達度の低群ではテキスト中心の学習が展開され、高群では他者とコミュニケーションをともな
う学習が展開される傾向を示した。また、研究後半では、オンライン英会話と学習履歴を記録できるシステムをweb上
に構築し、自律英語学習の遂行可否について、その要因の調査を行った。さらに、被験者にインタビュー調査を実施し
、自律英語学習の評価モデルを試作した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to propose an evaluation procedure about autonomous English 
learning and analyzed the informal English learning contents of Japanese college students and also 
described the relationship between the learning content studied and a student’s English proficiency 
level. The students with high TOEIC&#174;IP scores tended to choose interactive and authentic English 
learning in informal learning settings. In contrast, the students with low TOEIC&#174;IP scores tended to 
choose text-based materials and less interactive English learning. These students were also likely to 
select remedial learning materials. On the basis of these findings, a model of the relationship between 
the informal English learning content studied and a student’s English proficiency level was developed. 
Lastly, this study utilized online-conference system combined with learning portfolio and analyzed the 
processes of autonomous English learning behavior quantitatively and qualitatively.

研究分野： コミュニケーション学、教育工学、英語教育学、外国語教育
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１. 研究開始当初の背景 
自律英語学習者の育成には、学習者が自己

の学習過程をモニタリングするメタ認知能
力、すなわち客観的な視点で自己の学習を調
整・管理する能力と、学習ストラテジーのレ
パートリーの多様性が重要だと認識されて
いる（小嶋・小関・廣森編 2010）。そのため、
学習者のメタ認知能力と学習ストラテジー
を育成するための学習法が開発されてきた
（ Chamot & O ’ Malley Model 1994, 
Chamot Model 1999 他）。特に、言語ポート
フォリオの活用は、メタ認知能力と学習スト
ラテジーの教授と評価という双方の面で活
用できる媒体として、研究のホットエリアと
なっている。欧州連合諸国では初等から高等
教育に至る約 3万人の被験者を用いて言語ポ
ートフォリオのパイロットプロジェクトが
実施され、その評価レポートが刊行されてい
る（Council of Europe 2000, Final Report: A 
European Language Portfolio Pilot Project 
Phase 1990-2000）。日本においては峯石
(2002)において、大学生約 300 人を対象に、
教授手段としてのポートフォリオに関する
実証的な研究が報告されている。しかしなが
ら申請者は言語ポートフォリオの活用で自
律学習者の育成が目的とされた場合、やはり
自律学習へと向かう学習者の行動の変容を
より体系的に捉えるための評価モデルが必
要と考えている。本研究では、自律英語学習
を目標設定、学習遂行、評価という 3 段階に
分類し、各段階においてどのような学習行動
の変容が生じたかを経時的、体系的に調査し、
評価モデルの構築を目的とする。 

 
２. 研究の目的 
本研究では、言語ポートフォリオを活用し

た自律英語学習行動の評価モデルを創出す
る。 
(1) 目標設定段階において、学習目標の具体
性と具現性について評価を行う。 
(2) 学習遂行段階において、メタ認知能力の
観点から学習ストラテジーのレパートリー
の種類・数量、及び学習内容と学習時間の伸
長を評価する。 
(3) 評価段階において、自己の学習に対する
評価・内省能力について評価する。 
(4) (1)～(3)の各学習段階で実施された評価を
もとに、言語ポートフォリオを活用した自律
英語学習の評価モデルの構築を行う。 
 
３. 研究の方法 
(1)先行研究の調査から、研究目的の再検討
を行い、まずは、自律英語学習の遂行に大き
く影響すると考えられる言語熟達度と学習

内容の評価モデルを構築した。 
(2) 上述(1)から、英語専攻の大学生 627 名
（1年生 321 名、2年生 306 名）に質問紙調
査への協力を依頼した。 質問紙調査は、授
業外に行う英語学習の内容について自由記
述で回答を依頼した。また、TOEIC®IPスコア
の記述を合わせて依頼した。その結果、1年
生 172 名、2年生 211 名から TOEIC®IPスコア
記述の回答を得ることができた。本研究では、 
言語熟達度の高低を TOEIC®IPスコアにより
測定するため、最終的にスコアの記述が得ら
れた 383 名のデータを分析対象とした。 
(3)(2)の研究結果から、他者とインタラクシ
ョンをともなう自律英語学習の実施層に特
徴的な傾向がみられたため、オンライン英会
話と学習履歴を記録できるシステムを web
上に構築し、自律英語学習の遂行可否につい
て、その要因の調査を行った。さらに、被験
者にインタビュー調査を実施した。 
 
４. 研究成果 
(1) 分析対象の383名のテキストデータを分
析した結果、最終的に理論的飽和と判断した
31 個の概念を抽出した。抽出した授業外英語
学習内容の概念を言語活動の領域と類似度
の観点から、ELP の分類を応用し、読む
(Reading) 、 聞 く (Listening) 、 話 す
(Speaking)、書く(Writing)、やりとりをす
る（Interaction）の 5 つの言語活動の領域
カテゴリに分けて整理した。 ELP の分類を援
用する理由は、本研究で生成された授業外英
語学習の概念が 31 個と多様であったため、
概念の特徴をさらに分かりやすく調査結果
として整理し、提示するためには、ELP の国
際的に認知された言語活動領域を参照する
ことが有用と考えた。一方、ELP の分類が調
査協力者のテキストに忠実に分析した本研
究の結果に影響しないように、上述の領域カ
テゴリに入らない概念に関しては、新たな概
念カテゴリを生成した。 
授業外英語学習と言語熟達度の高低の関

係を可視化するための概要図を提案した（図
1）。図 1の構成について説明する。まず、図
1では、言語熟達度の高低を示す TOEIC®IPス
コアの高低を縦軸に配置した。次に、授業外
英語学習内容の概念を横軸に配置した。授業
外英語学習の概念は、言語活動の領域を基軸
にグループ化した。グルーピングの領域は、
左欄が言語情報のインプット領域（Input: 
Reading, Listening）、右側がアウトプット
領域(Output: Speaking, Writing)、中央が
インプットとアウトプット双方の活動がと
もなうインタラクション領域(Input and 
Output: Interaction)とした。また、上述の 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1授業外英語学習と言語熟達度の関係の概要図 

 
グループの分類には応用し難い英語学習の
概念を、右側にその他(Others)として、まと
めて配置した。次に、授業外英語学習の各概
念が、どの程度の言語熟達度の学習者層から
構成されているかを可視化するために、各概
念を構成したデータコードの全てに調査協
力者の TOEIC®IP スコアをひも付けし、概念
内の平均スコアを算出した。これによって、
各授業外英語学習の概念が、どの程度の言語
熟達度の学習者層で構成されているかを明
らかにできた。  
上述の可視化を目的とした分析手順を経

て、図上に、各概念の No.を[括弧]内に示し、
概念名を表記し、概念内の平均 TOEIC®IP ス
コアを併記した上で、丸(●)印を縦軸の言語
熟達度と横軸の言語活動領域に合わせて配
置することで、授業外英語学習と言語熟達度
の関係の概要図を作成した。なお[括弧]内の
No.は、表 2および図 1で示した概念 No.と対
応している。概要図に各授業外英語学習の概
念を配置することによって提示できる、言語
熟達度のとの関係を以下に考察する。 
言語熟達度の高群では、スカイプの使用や

英会話教育施設に通うなど、他者とインタラ
クションをともなう英語学習が行われてい
ることが分かった。また、英字新聞や海外の
テレビ番組などの真正性の高い教材が使わ
れ、聞く・書く・話すなどを同時に行う領域
横断的・総合的な英語学習が行われていた。 

一方、言語熟達度の低群では、文法や語彙の
学習、高校時代の英語教材の復習など、リメ
ディアルな英語学習が行われ、また、教科書
のモデル英文の書き写しや、日本語訳を行う
学習など、テキスト中心の学習が行われてい
ることが明らかになった。 
(2) 上述の(1)から、コミュニケーションを
中心とした自律英語学習の領域に研究を焦
点化し、オンライン英会話と学習履歴を記録
できるシステムを web 上に構築し、自律英語
学習の遂行可否について、その要因の調査を
行った。さらに、被験者にインタビュー調査
を実施し、自律英語学習の評価モデルを試作
した。調査項目は、①対人志向の高低、②週
平均の英語学習時間、③英語学習の目標・学
習内容・学習方略、④特性的自己効力感につ
いて、検討した。また、インタビューでは、
オンライン英会話に計画的に取り組むこと
ができた実施群と非実施群に分け、①オンラ
イン英会話に取り組むまでのプロセス、②な
ぜ取り組めなかったのか（取り組もうとした
のか）、③どのような支援が必要だったのか、
④学習後の内省、意見・感想・要望、などに
ついてデータを収集した。その結果、実施群
では、社会的ストラテジーの値が高い傾向が
示され、また、文法や語彙の間違いに対して
寛容さを備えていることが明らかとなった。
一方、非実施群では文法と語彙に関して、完
璧さを求めるあまり、コミュニケーションを



 

 

ともなう自律英語学習に躊躇したり、学習の
中断や先延ばし行動に繋がることが明らか
となった。また、学習の計画・レッスンの予
約やポートフォリオによる学習記録につい
ても、実施群と非実施群で特徴的な相違が明
らかになった。詳細な分析は、現在進行中で
あるため、今後の研究課題として、本研究を
続けている。 
(3)まとめと研究課題として、本研究では、
英語専攻の日本人大学生が実践している授
業外英語学習の実態を調査し、具体的な学習
内容を明らかにした。本研究の先行研究への
貢献は、一つ目は、今まで暗黙知とされてい
た日本人大学生の授業外英語学習の具体的
な学習内容を、質的手法を応用してカテゴリ
を生成・分類し、体系的に整理したことであ
る。二つ目には、言語熟達度と授業外英語学
習との関係を明らかにし、言語熟達度の高群、
低群それぞれにみられる授業外英語学習の
モデルを明示したことである。今後は、研究
後半の Web 上に構築した学習計画・実施・記
録のシステムを体系的・円滑に運用する体制
整備・充実化を目標とし、授業外に行われる
自律英語学習のデータ収集と精緻な分析、さ
らなる汎用性の高いモデルの構築・研究を目
指していきたい。 
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